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研究成果の概要（和文）：本研究では、主観的な介護認識と認知症高齢者の在宅介護者の介護行動の関連性を検
討し、介護の認識・行動の両側面からの在宅介護支援方法を検討した。予備調査の結果に基づいた、認知症高齢
者を在宅で介護している家族介護者26名に調査を行った。調査方法は、調査票を用いた聞き取り調査と機器を用
いて生体データの測定を実施した。
その結果、介護の主観的な介護負担感と介護行動時の脈拍変動には関連が認められなかったが、介護行動前後に
おける脈拍が変化していることが示唆された。この結果より、介護者の主観的な認識と共に、介護行動による客
観的な生体データを踏まえた支援の重要性が示唆された

研究成果の概要（英文）：This study examined the correlation between subjective perception of 
caregiving and caregiving activities of in-home caregivers of older adults with dementia, and 
considered methods of support for in-home caregivers based on both factors. Based on the results of 
a preliminary survey, 26 family caregivers providing care to older adults with dementia in their 
homes were surveyed. An interview survey using a questionnaire  and measurement of biological data 
using appropriate equipment were carried out.
Although a correlation was not found between subjective caregiver burden and heart rate variability 
during caregiving activities, the results suggested that heart rate fluctuates before and after 
caregiving activities. These results suggest the importance of support based on objective biological
 data during caregiving activities in addition to the subjective perceptions of caregivers.

研究分野： 高齢者看護

キーワード： 認知症　介護者　介護負担　介護行動

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、認知症高齢者を在宅で介護している家族介護者の感じている介護負担感及び認識と介護行動による脈
拍の変化の関係性を検討した。このことにより、家族介護者の脈拍、血圧等の生体データを評価することも必要
である可能性が示され、これは学術的にも意義が高いと考えられる。また、家族介護者の健康維持を支援してい
くうえでも、介護行動が健康状態にどのように関係しているかを明らかにした試みは、社会的意義においても重
要である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
日本においては、在宅介護者の支援の視点として介護負担感と同時に介護の肯定的認識の重

要性が指摘されている(山本，2002;陶山，2004;西村，2005;広瀬，2005;菅沼ら,2011)。しかし、
認知症高齢者の介護者を対象として、介護の肯定的認識と介護負担感の両側面に着目した研究
は少ない現状であった。海外では介護者の主観的な介護認識の研究と合わせて運動や活動量等
の介護者の健康行動や身体活動量等の実際の行動に着目した研究も行われている(Loi,2014; 
Kanel,2008;Goren,2016)。介入研究も行われており、介護者の身体活動量等の行動を向上させる
ことにより、うつ症状や介護負担の軽減が期待されると報告されている。日本においても、身体
活動量や介護負担の関連(北村,2007)、運動習慣とストレス(森,2014)、介護の循環器機能への影
響(西村,1998,1999)等で介護認識と介護者の行動の関連性が検討されている。しかし、認知症高
齢者の介護者を対象とした介護行動の研究は少なく、介護行動の客観的なデータは明らかにさ
れていない。 
先行研究の課題として、認知症高齢者の在宅介護者を対象とした研究では、介護認識が介護継

続意思に影響すると報告されているが、実際の介護認識と継続意思から介護行動へ繋がる支援
の検討は十分とはいえない。先行研究では、主観的な介護行動が主であり、客観的なデータでの
介護行動は明らかではなく、認識と行動の関連性も明らかにされていない。わが国では、高齢化
の益々の進展と共に認知症高齢者の数は急速に増加することが予測されている。そのために、先
行研究で明らかにしてきた認識(肯定的認識・介護負担感)に加えて自己効力感、客観的なデータ
による介護行動の関連性を検討し、その結果を踏まえた支援方法の検討が必要である。本研究を
通じて、介護者の介護認識と介護行動の関係性を明らかにすることで、在宅介護者の認識・行動
の両側面を踏まえた効果的なアセスメントと支援が可能となり、それに加えて認識を踏まえた
支援から介護行動の変容も期待でき、これらは在宅介護を継続するための支援の開発に大きく
貢献することに繋がると考える。 
 
２．研究の目的 
主観的な介護認識と認知症高齢者の在宅介護者の介護行動の関連性を検討し、介護の認識・行

動の両側面からの在宅介護支援方法を検討することである 
 
３．研究の方法 
1)研究 1 
①対象者 
 認知症高齢者を在宅介護している家族介護者 10名を対象とした。 
 
②研究手順 
研究協力施設から紹介を受けた対象者に聞き取り調査、血圧測定及びその後 3 日間の身体活

動量及び行動記録の調査を行った。調査期間は、2015 年 7 月～2016 年 12 月である。本調査は、
A 大学疫学研究倫理審査委員会及び B 大学医系地区部局臨床研究倫理審査委員会で承認を得て
調査を行った。全ての対象者から、同意書への署名にて同意を得た。 
 
③調査内容 
ⅰ)介護者の概要 
 介護者の概要として、性別、年齢、介護年数、介護時間を調査した。介護の肯定的認識の測定
には、先行研究で作成された介護充実感尺度(CGS)を使用した(西村ら,2005)。質問に 4段階で回
答し合計得点の範囲は、0～24点である。介護負担感の測定は、先行研究で作成された日本語版
の短縮版 Zarit の介護負担感尺度(J-ZBI_8)を使用した(荒井,2018)。介護負担に関する 8 項目
の質問に対して、5段階で回答し合計得点の範囲は 0～32点である。介護継続意思を、5段階の
リッカート尺度を用いて測定した。自己効力感の測定には、丸尾が作成した The revised scale 
for caregiving self-efficacy 日本語版を使用した(丸尾,2012)。対象者自身の行動記録を自記
式調査票にて調査した。聞き取り調査時に、座位での左右上肢の血圧(テルモ、Elemano 2)、左
右上肢の指先の血流(Pioneer、RBF-101)、体温(3M,スポットオン深部温モニタリングシステム)
を測定した。 
 
ⅱ)認知症高齢者の概要 
対象者の概要として、性別、年齢、認知症疾患の診断名、Activities of Daily Living(ADL)

を調査した。認知機能の測定は、先行研究で作成された Short-Memory Questionnaire(SMQ)を使
用した(牧ら,1998)。合計得点の範囲は、4～46 点である。得点が低いほど認知障害の程度が重
度であり、39点以下が認知症圏とされている。Behavioural and Psychological Symptoms of 
Bementia(BPSD)の測定は、先行研究で作成された NPI-Brief Questionnaire Form(NPI-Q10)の日
本語版を使用した(松本ら,2006)。NPI-Q10 は、10 項目から構成されており、合計得点の範囲は
0～30 点である。  
 
ⅲ)身体活動量 
非浸襲的で腕時計型のライフログ(EPSON、PS500-B)を用いて、介護者の 1日の身体活動量(歩



数)、脈拍を測定した。 
 
④分析方法 
対象者の概要と介護認識と身体活動量(介護前後の脈拍の変化割合;介護前 10 分間の平均値と

介護後 10分間の平均値の変化割合、介護前後の最大変化割合;介護前 10分間の平均値と介護後
10 分間の最大脈拍値の変化割合)の関連性の検討を Spearman の相関係数を用いて関係性を検討
した。介護行動前後の脈拍の差異を、ノンパラメトリック検定を用いて検討した。有意水準は、
危険率 5%未満とした。 
 
2)研究 2 
①対象者 
 認知症と診断されている認知症高齢者 26名とその家族介護者 26名を対象とした。 
 
②研究手順 
共同研究施設から紹介を受けた対象者に聞き取り調査、血圧測定及びその後 3 日間の身体活

動量及び行動記録の調査を行った。認知症高齢者の認知症診断名、内服状況、認知機能について
は、研究への同意取得後に共同研究施設の診療情報よりデータを取得した。調査期間は、2018 年
12 月～2019 年 8 月である。本調査は、A 大学疫学研究倫理審査委員会及び B 大学医系地区部局
臨床研究倫理審査委員会で承認を得て調査を行った。全ての対象者から、同意書への署名にて同
意を得た。 
データ分析後に、各種専門職と家族介護者への支援方法の検討を行なった。 

 
③調査内容 
ⅰ)介護者の概要 
 介護者の概要として、性別、年齢、介護年数、介護時間、既往症を調査した。介護の肯定的認
識の測定には、先行研究で作成された介護充実感尺度(CGS)を使用した(西村ら,2005)。質問に 4
段階で回答し合計得点の範囲は、0～24点である。介護負担感の測定は、先行研究で作成された
日本語版の短縮版 Zarit の介護負担感尺度(J-ZBI_8)を使用した(荒井,2018)。介護負担に関す
る 8 項目の質問に対して、5 段階で回答し合計得点の範囲は 0～32 点である。介護継続意思を、
5段階のリッカート尺度を用いて測定した。聞き取り調査時に、座位での血圧(テルモ、Elemano 
2)を測定した。 
 
ⅱ)認知症高齢者の概要 
対象者の概要として、性別、年齢、認知症疾患の診断名、Activities of Daily Living(ADL)

を調査した。認知機能の測定は、認知症高齢者の診断基準の確認のため、認知症高齢者の診断名、
認知機能(Mini-Mental State Examination;MMSE)、認知症治療薬の内服状況について、共同研究
施設の診療情報より取得した。BPSD の測定は、先行研究で作成された NPI-Brief Questionnaire 
Form(NPI-Q10)の日本語版を使用した(松本ら,2006)。NPI-Q10 は、10 項目から構成されており、
合計得点の範囲は 0～30点である。  
 
ⅲ)身体活動量 
非浸襲的で腕時計型のウェラブルセンサー(TDK、Slimee W20)を用いて、介護者の 1日の身体

活動量(歩数)、脈拍、睡眠時間を測定した。 
 
④分析方法 
最初に記述統計を算出した。その後に spearman の相関係数を用いて、介護前後の脈拍の変化

割合(介護前 10 分間の平均値と介護後 10 分間の平均値の変化割合)と介護前後の最大変化割合
(介護前 10 分間の平均値と介護後 10 分間の最大脈拍値の変化割合)と介護認識の関連性を検討
した。さらに、介護行動前後の脈拍の差異については t検定を用いて検討した。 
 
４．研究成果 
1)研究 1 
①結果 
ⅰ)対象者の概要 
 研究同意を得られた対象者の中で、欠損値の認められなかった 9名を分析対象とした。介護者
の主な性別は男性 5名(55.6%)、平均年齢は 65.0±8.9 歳であった。測定期間中の平均歩数は、
18728.4±10555.5 であった。認知症高齢者の主な性別は女性 6名（66.7％）で、平均年齢は 83.1
±11.5 歳であった。認知症の原因疾患は、アルツハイマー型が 4名(44.4%)と主であった。認知
症高齢者の SMQ の平均値は、14.6±3.8 であった。認知症高齢者の ADL の平均値は、2.9±0.3 で
あった。 
 
ⅱ)介護行動と主観的認識の関連及び介護行動による脈拍の変化 
脈拍の介護前後変化割合(％)と介護負担感、肯定的認識、休息を得る自己効力感、症状に対応



する自己効力感、思考に対応する自己効力感では統計的有意差は認められなかった。また、介護
前後の最大脈拍変化割合(％)においても、介護負担感、肯定的認識、症状に対応する自己効力感、
思考に対応する自己効力感では統計的有意差は認められなかった。介護前後の最大脈拍変化割
合(％)と休息を得る自己効力感のみ有意な相関が認められた。介護負担感と体温、左上肢血流、
右上肢血流、右上肢拡張期血圧では有意な相関が認められなかった。しかしながら、右上肢収縮
期血圧では、有意な相関が認められた。 
介護行動前後の脈拍の変化では、介護行動前と介護行動後(p=0.018)、介護行動後最大脈拍

(p=0.008)との差異においては、有意な差が認められた。 
 
②考察 
 本研究では、介護行動時の脈拍変化割合と主観的な介護負担感、肯定的認識、自己効力感では
有意な関連が認められなかった。しかしながら、介護前後の最大脈拍変化割合と休息を得る自己
効力感及び介護負担感と右上肢収縮期血圧は関連が認められた。このことから、家族介護者の主
観的な介護認識と血圧や介護行動時の脈拍変化の客観的な測定値が関係する可能性が示唆され
た。しかしながら、本研究は予備的な調査の位置づけであり、対象者数が少ないことが研究の限
界である。そのために、対象者数を増やした調査が必要である。 
 
2)研究 2 
①結果 
ⅰ)対象者の概要 
研究同意の得られた対象者の中で、欠損値の認められなかった、21 名の家族介護者と認知症

高齢者を分析対象とした。介護者の主な性別は女性 12 名(57.1%)、平均年齢は 66.3±10.5 歳で
あった。介護者の主な既往症は、既往症なしが 8名(38.1%)、高血圧が 4名(19.0%)であった。認
知症高齢者の主な性別は女性 18 名（85.7％）で、平均年齢は 81.6±8.2 歳であった。認知症の
原因疾患は、アルツハイマー型が 18名(85.7%)と主であった。認知症高齢者の MMSE の平均値は、
16.4±7.4 であった。 
 
ⅱ)介護行動と主観的認識の関連及び介護行動による脈拍の変化 
脈拍の介護前後変化割合(％)と介護負担感、肯定的認識、休息を得る自己効力感、症状に対応

する自己効力感、思考に対応する自己効力感では統計的有意差は認められなかった。また、介護
前後の最大脈拍変化割合(％)においても、介護負担感、肯定的認識、休息を得る自己効力感、症
状に対応する自己効力感、思考に対応する自己効力感では統計的有意差は認められなかった。介
護負担感と歩数、睡眠時間では有意な関連が認められなかった。 
介護行動前後の脈拍の変化では、介護行動前と介護行動後では有意差は認められなかったが、

介護行動後最大脈拍(p＜0.001)との差異においては、有意な差が認められた。 
 
②考察 
 本研究では、家族介護者の主観的な介護認識と介護行動時の脈拍変化割合に関連性が認めら
れなかった。しかしながら、介護行動後には、脈拍の上昇が示唆された。そのため、在宅介護の
支援を行う上で、専門職は主観的な介護負担等の認識のみでなく、今回用いたウェラブルデバイ
スを用いた介護行動における脈拍の変化は、介護行動の客観的な評価として用いていくことの
重要性が示唆されたと考える。 
 
③家族介護者の在宅支援方法の検討 
研究 2 開始前に、テクノロジーを活用した介護負担に関するシステマティックレビューを実

施し 1 件のみの該当論文であり、客観的なテクノロジー機器を用いた研究の必要性が示唆され
た。本研究の結果より、主観的な介護認識と共に、ウェラブルデバイスを用いた介護行動時の客
観的なデータを測定することの必要性が示唆された。このことより、家族介護者への在宅介護の
継続支援としては、介護負担等の主観的な負担の軽減と共に、客観的な測定値を可視化し支援に
活用していくことが有用である可能性がある。また、家族介護者の健康状態を支援していくため
にも、介護における介護者の脈拍変化等の身体上の変化の理解も必要であることが示唆された。 
 
3)得られた成果の位置づけと今後の展望 
 先行研究では、テクノロジーを活用した認知症高齢者の在宅介護者の支援を検討した研究は
少なく、本研究によりウェラブルデバイスを用いた生体データの活用により、在宅介護者の介護
状況及び状態を把握する一助となり得る可能性が示された。今後は、主観的な介護負担と共に、
客観的な測定値の改善に有用な具体的な支援方法の開発及び有効性の検討も必要であると考え
る。 
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